
科学技術日本語の読解に関する一考察   

一予測・推測、テキスト構造、キーワードによる読解ストラテジーー  

加納千恵子  

要  

科学技術日本語の文献を読む際に使われる予測・推測のうち、文章レベルで行わ  

れる読解ストラテジーについて考察する。新聞の経済面などにある新製品の開発記  

事などを外国人学習者が読む場合、題名や見出し、写真などからどの程度その内容  

を予測・推測しながら読めるか、テキスト構造に関する知識を読解にどの程度役立  

てられるか、キーワードをどの程度手がかりにして読めるか、などについて検討し、  

その指導の方法を考える。また、コンピュータを利用した読解支援教材の中に、そ  

のような読解ストラテジーの指導をどのように取り入れられるか、についても提言  

する。  

〔キーワード〕 科学技術日本語 読解ストラテジー 予測・推測 テキスト構造  

キーワード  

1．はじめに   

科学技術分野の日本語文献の読解を指導する場合に、そこに頻繁に現れる未知の漢字、語彙、  

文型、表現などを行き当たりばったりにバラバラに教えるよりは、ある程度体系的に順序立てて  

教えたほうが効率がよいだろうことは、容易に想像がつく。したがって、そのような目的で開発  

される読解教材には、科学技術日本語の分野別の使用漢字、語彙、文型、表現などの調査の裏付  

けが必要であることは言うまでもない。しかし、そのような分野別の使用頻度の高い語彙・文型  

などのリストができたからといって、そのリストの順番に覚えていけば科学技術日本語文献が読  

めるようになるかというと、話はそれほど簡単ではない。そのような語彙、文型などの言語形式  

を素材として理解し、それらを手がかりに全体の意味内容を組み立てていくようなボトムアップ  

型の読み方も大切であろうが、むしろ読もうとする文献に関して読み手が持っている予備知識や  

専門知識をできるかぎり活性化し、そこに善かれている意味内容についてあらかじめ予測・推測  

を立て、それを検証していく形で読み進めるようなトップダウン型の読み方も重要である。   

従来の読解指導、読解教材においては、前者のボトムアップ型の読みを重視する傾向があった  

のに対して、最近では後者のトップダウン型の読みの重要性を強調する立場も増えてきている1）  

が、まだ日本語に関して具体的な指導法、教材を定式化したものはそれほど多くない。読解の技  

能としては、スキミング、スキャニング、および予測・推測などがあげられているZ）が、これらの  
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技能は実は読み手がすでに母語において身につけている可能性が高いものである。では、どのよ  

うにすれば読み手が外国語である日本語の文献を読む際にもこれらの技能を使えるようにするこ  

とができるのか、あるいは科学技術日本語に特有の効率的な読解ストラテジーというようなもの  

が存在するのか、などの研究を進め、具体的な指導の方法や教材を模索していく必要があろう。   

加納（1990）では、日本語の読解ストラテジーとしての予測・推測の技能を取り上げ、ボトム  

アップ型、中間型、トップダウン型に分けてまとめてみた3）が、それをここでもう一度整理してお  

∴  

〈表1〉予測・推測の技能  

本稿で取り上げるのは、上の〈表1〉で網をかけた部分、すなわち文章・内容レベルにおける  

トップダウン型の予測・推測の技能である。特に新聞の経済面にある新製品開発の記事などを読  

む場合に、題名や見出し、写真などから内容を予測・推測すること、そのような記事に特徴的な  

テキスト構造に関する知識を利用すること、キーワードを手がかりに読むことなどを、読解に有  

効なストラテジーとしてどのように指導・訓練できるか、について検討する。具体的には、本大  

学の教育機器センターが中心に行っている文部省科学研究費による試験研究▲）で開発中のコン  

ピュータによる読解支援教材を作成する際に問題となっている点を検討し、今後の科学技術日本  

語の読解指導のための提言としたい。  

2．新聞の新製品紹介書己事の読み方   

科学技術日本語の読解教材として、あるいは読解教材作成のための調査対象として、専門分野  

の論文が取り上げられることが多いが、それらは実際には分野が非常に多岐に渡っており、それ  

らの全てに共通した一般性のある読解指導の定式を導くにはまだ時間がかかる。そこで、手近な  

題材として新聞の経済面などにある科学技術分野の新製品等の紹介記事を取り上げる。これは、  
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長さが短く表現意図が明らかであり、しかも形式も画一的で比較的読解が易しいと思われる。ま  

た、最先端の科学技術の最新情報を提供してくれるものとして、外国人学習者が真に興味を持つ  

場合が多い。   

右にあげたものはその典型  

的な例である。いつも写真が  

入っているとは限らないが、  

写真がない場合は見出しの中  

に何に関する記事か分かるよ  

うな固有名詞などが入ってい  

るのが普通である。   

このような新聞記事の読み  

方は当然のことながら随筆や  

小説などの文芸作品の読み方  

とは異なる。いわゆる問題分  

析型の学術論文とも、文の量  

や質の面から異なるだろう。   

新聞の新製品紹介の記事を  

読む時にまず目に入るのは、  

写真と見出しであろう。右の  

記事では、ソニーのMD  

ウォークマン「MZ－1」が直  

径64ミリで、良い音で録音で  
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脚さグ虜夢る劇菅平   
ソニーは10日、次世代音  

響機器ミニディスク（MD）  

3機種を11月1日から発売  
すると発表し′た。松下電器  
産業もデジタル・コンパク  
ト・ 
ら享芭売する予定で、これで  
次世代音響葛幾器の販売が出  
そろった。   

ソニ．－が発売するMDは  
∃緑青、再生両機能付きの≠M  

Dウォークマン≠ 「MZ－  

1」（標準価格7万9800円）、  

再生毛幾能のみの“MDウォ  
ークマン“「MZ2P」  

（岡5万9800円）などで、  

年内に計5朋を出す。   

MDは、CD（コンパク  

トディスク）の約2分の1  
の大きさに当たる直毛茎64ミリ  

の光磁気ディスク。その特  
徴は①査読吾カ㌣ごきる（診CD  

並みの高音質③耐づ喪性に優  
れ、舌飛びカq垂めてL少なく  
車載用などに向く－－な  

ど。   
ソニーは、今年中に30万  

台の売り上げを見△み、19  
93年には少なくとも200万  

台。95年には年間1000万台、  
市場規模5000億円を予想  
し、「最低でも5副のシェ  

アをヨ整得したい」としてい  
る。  

きるらしいということがまず  

分かる。そして読み手は①いつ発売されるのか、②いくらか、③従来のものと異なる特徴は何か、  

などを知るために読むのである。読んでみて気に入れば、買おうと思うわけである。   

ほかに、④市場における見通しや製作者のコメント、⑤技術的な問題、⑥その分野での開発の  

意義などが善かれている場合もあるが、一般の消費者が読み手の場合はそこまで読む人は少ない  

だろう。もちろん→般の消費者が買うようなものでない場合には、②のような情報が省かれるこ  

ともある。いずれにしても、読み手にとっては、①～⑥などの情報のうち自分の知りたいことさ  

え分かれば、あとの部分は枝葉末節となり、分からなくてもかまわないという読み方になる。書  

かれている情報の種類が限られていること、読むべき部分と読まなくてもよい部分がかなりはっ  

きりしていることなどが、このような新製品紹介の記事と他の読み物の読解とが一番異なる点で  

あろう。極端な場合には、写真や見出しだけを見て、興味がもてなければ「読まない」という判  

断も成り立つわけである。それに対して他の読み物の場合には、読む価値があるかどうかを判断  
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するためにも、ある程度読んでみないとわからない場合が多いのである。   

このように、新聞の新製品紹介記事は、読み方が比較的はっきりしていることから、読み手は  

数多く読んでいくうちに、「このような新聞記事では、何がどこに書いてあるかがある程度決まっ  

ている」、「読むときは、必要な情報、重要な情報と、そうでない情報をより分けることが大切で  

ある」ということを字ぷ、もしくは改めて気づくことができる。これは、一般にある日的を持っ  

て文献などを読む際に重要なことであり、読解のストラテジーとして役に立つものと思われる。   

先述の試験研究のために準備した読解教材は、下のリコー中央研究所が開発したロボットアイ  

の開発紹介の記事である。   

リ
コ
ー
中
失
研
究
所
は
二
十
 
 

八
日
、
人
間
の
脳
を
モ
デ
ル
に
 
 

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
と
 
 

超
音
波
の
「
日
」
を
組
み
合
わ
 
 

せ
て
三
次
元
物
体
挙
止
確
に
見
 
 

分
け
る
新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
ア
イ
 
 

葬
式
作
し
た
と
発
表
し
た
。
今
 
 

後
、
海
産
と
か
火
災
時
に
活
躍
 
 

す
る
極
限
作
美
ロ
ボ
ッ
ト
の
冒
 
 

な
ど
に
応
用
で
き
そ
う
だ
。
 
 
 

超
昔
泣
ロ
ボ
ッ
ト
ア
イ
と
名
 
 

付
け
ら
れ
た
同
着
の
胃
は
、
 
 

ニ
ュ
ー
ロ
茂
術
 
 

で
解
像
度
向
上
 
 

二
十
一
巧
匹
方
に
並
べ
た
六
十
 
 

四
個
の
小
型
マ
イ
ク
群
ご
」
こ
 
 

か
ら
四
〇
㌔
ヘ
ル
ツ
の
璧
最
 
 

を
出
し
、
目
顔
の
物
体
に
当
た
 
 

っ
て
反
射
し
て
き
た
波
の
時
間
 
 

的
な
遅
れ
を
マ
イ
ク
で
と
ら
え
 
 

て
物
体
の
表
面
の
形
状
を
キ
ャ
 
 

ッ
チ
、
物
体
の
立
体
像
を
再
生
 
 

す
る
。
 
 
 

再
生
俊
の
識
別
は
、
弘
の
神
 
 

程
回
路
網
と
よ
く
似
た
情
報
処
 
 

理
を
す
る
パ
ソ
コ
ン
上
の
ニ
ュ
 
 

リコーが開発  

ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
行
わ
 
 

せ
る
ご
一
ユ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
は
 
 

計
雰
よ
り
も
学
習
、
連
想
が
得
 
 

意
で
、
今
回
は
半
球
円
、
二
重
 
 

円
柱
、
ス
パ
ナ
な
ど
八
種
類
の
 
 

物
休
を
草
え
込
ま
せ
た
。
こ
の
 
 

結
果
、
解
像
度
は
二
－
三
㍉
に
 
 

ま
で
向
上
、
美
観
で
は
大
き
さ
 
 

整
ン
の
八
つ
の
物
体
を
九
八
％
 
 

正
し
く
見
分
け
、
約
三
秒
で
正
 
 

碑
な
再
生
傑
を
作
る
こ
と
が
で
 
 

き
た
。
 
 
 

リ
コ
ー
は
「
超
音
波
で
得
た
 
 

立
体
像
の
解
像
度
は
あ
ま
り
よ
 
 

く
な
い
が
、
ニ
ュ
エ
フ
ル
ネ
ッ
 
 

ト
の
活
用
で
パ
ソ
コ
ン
レ
ベ
ル
 
 

で
の
実
用
化
に
め
ど
が
つ
い
 
 

た
」
と
志
し
て
い
る
。
 
 

リコー中央研究所が試作した学習、連想  
がで香る新しいロボットアイ  

職禦；；＝毘己岩苗芯三石芳伽慧訂；；i；卿制  

（1990年5月29日（火）毎日新聞朝刊）   

従来の読解支援教材の開発においては、そこに出て来る未知の漢字の読み、語彙の意味、文型  

や表現の意味などに関する情報を提供するような、いわゆる辞書機能を整備すること、そして読  

んだ後でその理解をチェックするための内容確認問題を出題することなどが主眼とされていた。  

しかし、このような記事の読解を指導する際には、前に述べたような予測・推測による「読解ス  

トラテジー」を指導することも重要であると思われるので、試験研究の読解教材作成にあたって  

は、次のような練習方法を考えた。（具体的には［資料1］を参照。）  
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（1）目的：記事全体のレイアウトを画面で見せ、この記事の主題について予測・推測させる。  

問題：この記事は何について書いてあると思いますか。  

a．超音波について書いてある。  

b．ニューロ技術について書いてある。  

C．リコー中央研究所について書いてある。  

d．新しいロボットアイについて書いてある。  

KR：正解はdであるが、誤答の場合やわからない場合には見出しや写真下の説明の部  

分をハイライトして、どこに注目して読んだらよいかを教えるようにする。あえ  

てこの場で正解を見せることはせずに、むしろ後を読み進めていくうちに、自分  

で予測が正しかったかどうかをモニターさせる方法もある。   

（2）目的：見出しや写真下の説明などから、この記事に善かれている内容について予測・推  

測させる。  

問題：この記事の中には次のようなことが書いてあると思いますか。書いてあると思う  

ことにはY、書いてないと思うことにはNと答えてください。  

1．新しいロボットアイは立体を見分けることができる。  

2．新しいロボットアイはまだ解像度が低い。  

3．新しいロボットアイはリコー中央研究所が作った。  

4．新しいロボットアイはこユーロ技術研究所が作った。  

5．新しいロボットアイは人間の脳をモデルにしたコンピュータ技術を使ってい  

る。  

6．新しいロボットアイは超音波の目を使っている。  

7．新しいロボットアイは計算は得意だが、学習や連想はできない。  

8．新しいロボットアイはすでに現場でいろいろな作業ロボットなどに使われて  

いる。  

KR：正しく予測できなかった場合には、見出しや説明の該当箇所をハイライトして、  

さらに考えさせる。たとえば1．の間にNと答えた場合は、見出しの「超音波の  

複眼で立体を認識」の「立体を認識」の部分をハイライトする。それでも分から  

なければ、「認識するというのは、見分けるという意味です」というようなKR情  

報を出すこともできる。   

上のような練習によって、①このような新聞記事のレイアウト（見出しや写真などの情報の位  

置）を教える、②見出しや写真の説明などのどこに注目すれば内容が予測・推測できるかを教え  

る、さらに③これから読もうとする記事の内容に関して予備知識を活性化しておく、などのこと  

が可能であろう。設問も正答できるかどうかをチェックするためではなく、あくまでも読み方を  

教える、あいは予備知識を活性化することをねらいとしているところが、従来の読解教材と異な  

－137一   



る点と言えよう。  

3．テキスト構造把握の問題   

天満（1989）は、テキストの型を描写型、物語型、論説型の3つ分ける立場をとり、そのテキ  

ストのもつ目的から次のように分類している5）。  

〈表2〉 テキストの型  

テ キ ス ト の 型  
目 的  

描写型   物語型   論説型   

技術，植物，   新聞小説，   科学的論文，哲学，  
情報提供         旅行，地理   

歴史，伝記   抽象的定義   

推理小説，SF，おと  

娯  楽  描写一般  ぎ話，短編，伝記，  

軽ドラマ  

説   教訓的物語，   説教，プロパガンタ，  
得  家屋などの広告  

寓話，広告，ドラマ  論説，広告，論文   

審  美  詩的表現   
純文学，古典，短編，  

ドラマ  

場所  
時間，出来事   論理  

表面上の  
before，then，While，  thus，becausesince，  

辛がかり  
etc．   asaresult，etC．  

etc．  

新聞の経済面によくある新製品などの紹介記事は、この分類で見ると、いわゆる論説型テキス  

トの科学論文とは異なり、情報提供を目的とする描写型テキストに属すると思われる。しかし、  

新製品の開発を紹介する新聞記事の場合、その表面上の手がかりは、〈表2〉の分類にあるような  

「場所」ではなく、むしろ写真などから分かる「形状」、見出しなどにある製品名やメーカー名な  

どの「名称」、文中にある「いつ（時間）」「だれが（発売元／開発者）」「いくらで（価格）」「どん  

なものを（特徴）」「何のために（目的）」などの情報であろう。   

科学技術日本語の学術論文の場合は、「帰納型」か「演繹型」かという論理の2大別のほかに、  

「仮説→実験→証明」型、「調査→考察→結論」型、「問題→解決」型など、分野によっていくつ  
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かの代表的なテキスト構造6）を持つものが考えられる。あるいは段落構成の面から「序論・本論・  

結論」のように大きく3つに分けて把握したり、「起・承・転・結」のように4つに分けて把握し  

たりできることもある。また、各段落の機能をその前の段落との関係7）から「解説」「例証」「比較」  

「理由／原因」「結果」「反例」「付加」「部分修正」「統括」などと名付けて把握したりすることも  

文章内容の理解を助けると思われる。しかし、実際には書き手によって各段落の機能がそれほど  

はっきり特定されていなかったり、一つの段落中に二つ以上の機能が入っていたり、また長い論  

文になると機能の重複があったりして、テキストの構造化が簡単にはいかないことも多い。   

一方、新聞の紹介記事の場合は、ほとんどの記事が基本的には下の〈図1〉の左側のように構  

造化できる。第1段落で「だれが」「いつ」「何を」作ったかが簡潔に述べられるのが普通である  

が、最も重要な情報である「だれが」と「何を」は、見出しや写真の説明などですでに一目瞭然  

となっていることが多い。続く段落でその特徴が述べられるが、価格やコメント、市場の動向な  

どはあくまでオプションであるため、点線で示した。〈図1〉の右側は、ソニーのMD開発記事の  

場合の各段落がそれぞれどこの情報に相当するかを示したものである。  

く図1〉 ソニーMD開発記事のテキスト構造  

（D段落   

…・ソニー   

・・・11月1日  

・・ミニディスク（MD）   

だれが 開発者／発売元  

い つ  日 時  

何 を  製品名  

③段落  

・…＝CDの約2分の1の大きさ   

…1．録音ができる  

2．CD並の高音質  

3．耐震性に優れ、音飛びが少ない  

どんな  形 状  

特 徴  

いくら  価 格  

コメント・市場の動向  

・（訃段落 79，800円～59，800円など  

・④段落 今年中に30万台、1993年に  

200万台、95年に1000万台  
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同じテキスト構造を使うと、リコーのロボットアイ開発記事は、下のく図2〉のように示すこ  

とができる。  

〈図2〉リコーロボットアイ開発記事のテキスト構遠  

①段落   
…リコー  

（5月）28日  

……超音波ロボットアイ  

だれが 開発者／発売元  

い つ  日 時  

何 を  製品名  

（獣萱）段落  

…・21センチ四方に並べた64個の小型マイク群   

…パソコン上のニューラルネットワークが  

再生像を識別する  

どんな  形 状  

特 徴  

－－－－－－－－－－－－－－－－…－－－－－－－－－－④段落  

いくら  価 格  ‥‥・なし  

コメント・市場の動向 ト＝パソコンレベルでの活用にめどがついた   

このような新聞記事のテキスト構造を指導するためには、とにかく数多くの記事を速読させる  

ことによって、読み手が帰納的にそれに気づくことができるようにするという方法もある。理解  

できたかどうかは、「だれ（どこ）が開発しましたか。」「いつ開発しましたか。」「どんな特徴があ  

りますか。」「いくらで売っていますか。」という質問や正誤問題など、従来の設問形式によっても  

確認できる。しかし、効率的な読解指導のためには、始めに〈図3〉のような形でテキスト構造  

のモデルを示し、それにしたがって各段落の内容をまとめさせる（あるいは選択肢を用意して選  

ばせる）方法のほうが効果的であろう。   

授業で指導するのであれば、紙に書き込ませる、もしくは口頭で答えさせることもできよう。  

いずれにしても、読んだ後で質問するのではなく、読む前にそのようなタスクを与えて読ませる  

ことが、読み方を教える上で大切である。   

また、異なるテキスト構造をもつ、短くてやさしい読み物をたくさん用意して読ませ、どれと  

どれが同じ構造であるかを選ばせるといったような訓練方法もあるだろう。  
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〈図3〉開発記事のテキスト構造モデル  

（（∋）段落   

・「   

・し   

・［  

R
【
 
 

月
 
 
 

だれが 開発者／発売元  

い つ  日 時  

何 を  製品名  

（）段落   

・［   

・「  
どんな  形 状  

特 徴   

）段落   

≡いくら  価 格  

Fコメント・市場の動向  

以上のような指導をすることによって、読み手が「何かを読む場合には、その種類に応じてテ  

キスト構造をある程度想定できるのだ」ということに思い至り、その結果、読解が容易になるの  

だとしたら、読解指導の方法として有効であるといえるのではないだろうか。今後の実践を通じ  

て検証されるべき問題である。  

4．キーワード選出の問題   

今まで述べてきたように、新聞記事などを読む場合に大切なことは、そこに書かれている一字  

一句を100％理解することではなく、その中で重要な情報は何かを適切に判断し理解できるかどう  

かということであり、それが読解が成功するかどうかのカギになる。未熟な読み手は枝葉末節に  

こだわって、肝心な情報を得るという目標を達成することが難しいのに対■して、熟練した読み手  

は多少分からない部分があっても、分かる部分からの予測・推測を効果的に使うことによって、  

目標を達成できると言われている。   

そこで目標が達成できたかどうか、つまり重要な情報が得られたかどうかをどのように確認で  

きるかという問題が出てくる。読み手の母語に翻訳させてみる方法、日本語で要約させてみる方  

法、日本語による設問に答えさせる方法などが従来とられてきたが、それぞれにまだ問題も多い。   

翻訳法は、教師側が読み手の母語に通じていなければならず、英語を除いては、現実に学習者  

の母語にそれほど通じている日本語教師を探すことはかなり困難である。たとえ英語であっても、  

科学技術分野の語彙や表現に精通しているというのは難しい。   

日本語の要約には、読み手の側にかなりの日本語力が要求される。読んだ内容が理解できたと  

しても、それを別の簡潔な日本語の表現で言い換えられるとは限らない。そのような表現力は読  
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解力とはまた別の能力であるといえる。   

上の二つの方法が困難であることから、日本語による内容確認の設問というのが最もよく行わ  

れている方法であるが、これにも問題はある。まず適切な設問を作ることが難しい。たいていの  

設問はかなり誘導的になってしまい、慣れてくると、本当に分かっていなくても答えられる場合  

もある。また、答えられなかった場合の指導の問題もある。読み手に正解を与えたからといって、  

それが読んでわかったことと同じといえるかどうかという問題である。   

これらの方法に対し、一つの有効な方法として、キーワード（重要語句）の選出による確認の  

方法が考えられる。これは、キーワードを適切に選べることと、内容の理解の度合との間には、  

かなり相関があるのではないかという仮定に基づいている。しかし、ここで問題になることは、  

キーワードというのは、だれでも同じものが選べるものだろうか、ということである。最近、情  

報のデータベース化にともない、論文などを書く際にもキーワードをつけるように指示されるこ  

とが多くなってきたが、研究者の間でもまだキーワードのつけ方に関するコンセンサスができて  

いないように見受けられるところもある。そこで、本論文では、科学技術分野の専門知識がある  

人がこのような新聞記事を読んだ場合と、そうでない日本人が読んだ場合とで、キーワードの遠  

出に違いがあるかどうかをみるために、次のような実験を行ってみた。「日本語が理解できる人間  

が、日本語で善かれた文章を読んで、もしその内容を正しく理解していれば、同じキーワードを  

ある程度正しく選べるはずだ。」という仮定が正しければ、キーワードを選ばせる訓練が内容理解  

の確認に使えるだろうと考えたからである。また、もし両者の間に違いがあるとすれば、専門知  

識のある人のキーワードの選び方を参考にすることが、学習者の読解を助けることになるかもし  

れないという期待もある。  

［実験対象］科学術分野の専門家群19名（松下電器情報通信東京研究所13名、松下通信工業AV  

システム事業部6名）と非専門家群18名（筑波大学留学生センターの日本語教師）、  

計37名（いずれも日本人）  

［実験方法］リコーのロボットアイ開発の新聞記事を読み、キーワードを10個程度選んで、印  

をつける。  

［結  果］専門家によってキーワードとして選ばれた語句を、選んだ人数の多い順に並べた  

ものが次の〈表3〉である。各人が選んだキーワード数は少ない人が6個、多い  

人が14個で平均9個であった。また同じ語句について、非専門家がどのようにキー  

ワードとして選んでいるかを調べたものがく表4〉である。各人が選んだキーワー  

ドの数は6個から16個で、平均10個であった。専門家群によって選ばれたキーワー  

ドは全部で25（2人以上によって選ばれたのは21）個で、非専門家群によって選  

ばれたのは28（2人以上は23）個であった。表の中で網をかけてあるのは、記事  

の見出し、小見出し、あるいは写真下の説明に含まれている語句である。  
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〈表3〉専門家群（19名）によるキーワード選出  

キーワード   1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819  計   

ニューラル”ト（ワー畑  ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  19   

＊ ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  17   

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   15   

＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  13   

′㍗／コン・コンピュータ・パソコンレベル   ＊ ＊   ＊  ＊ ＊ ＊ ＊   ＊ ＊ ＊   ＊   ＊  12   

≦東 ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊  ＊   ＊  ＊ ＊   10   

頚録軒   ＊  ＊  ＊   ＊  ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  10   

極限作業ロボット   ＊ ＊   ＊ ＊   ＊ ＊ ＊   ＊   ＊   9  

＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊  ＊  ＊ ＊   

事掛像）   ＊  ＊ ＊ ＊   ＊ ＊  ＊ ＊   ＊  9   

3次元物体   ＊ ＊ ＊  ＊   ＊   ＊  ＊  ＊  8   

（脳の）神経回路網   ＊  ＊   ＊ ＊ ＊  ＊  ＊  ＊  

＊  ＊ ＊  ＊   4   

日   ＊  ＊ ＊  ＊   4   

マイク（小型マイク群）   ＊ ＊   ＊ ＊   4   

98％（正しく）   ＊ ＊ ＊   ＊   4   

約3秒   ＊ ＊ ＊   ＊   4   

認識   ＊  ＊ ＊  ＊   4   

（人間の）脳   ＊  ＊  ＊   3   

再生（像）   ＊  ＊  ＊   3   

40キロヘルツ（の超音波）   ＊  ＊   2   

情報処理   ＊   

波の時間的な遅れ   ＊   

物体の表面の形状   ＊   

数センチの8つの物体   ＊   

計   1110 8 71211 811 7 7 61011 8 71014 8 8  

巌上の表では、「ニューラルネットワーク」「ニューラルネット」「ニュWロ技術」のような意味の   

近い語句は一つとして扱った。「パソコン」「コンピュータ」なども同様である。  
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く表4〉非専門家群（18名）によるキーワード選出  

キーワード   1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718  計   

ニュラルネットけ一再毒素欄漸  、＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   ＊   16   

癖音義   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   18   

撥衛巌綾や   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   17   

漆粛纏斬   ＊  ＊   2   

／りコン・コンビューータ・／りコンレベル   ＊  ＊ ＊  ＊ ＊   ＊ ＊ ＊   

＊ ＊  ＊  ＊   ＊ ＊   6   

＊ ＊ ＊ ＊ ＊  ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   15   

極限作業ロボット   ＊ ＊  ＊  ＊ ＊ ＊   ＊ ＊ ＊   9   

ミ   ＊  ＊ ＊ ＊ ＊   5   

廃幣（像）   ＊   ＊ ＊  ＊   ＊   ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   ＊   12   

3次元物体   ＊ ＊ ＊   ＊ ＊ ＊ ＊   ＊ ＊   ＊  ＊ ＊ ＊   13   

（脳の）神経回路網   ＊  ＊ ＊  ＊   4   

擁   ＊ ＊   ＊  ＊  ＊ ＊   ＊   

目   ＊  ＊  ＊  ＊ ＊   5   

マイク（小型マイク群）   ＊  ＊  ＊ ＊ ＊   5   

認識   ＊   ＊  ＊   3   

（人間の）脳   ＊ ＊  ＊  ＊   4   

再生（像）   ＊   ＊  ＊ ＊ ＊ ＊   ＊  ＊  ＊   9   

40キロヘルツ（の超音波）   ＊    ＊   2   

情報処理   ＊  ＊   2   

実用化   ＊  ＊ ＊   ＊   ＊ ＊  ＊   7   

形状   ＊  ＊   ＊   3   

物体   ＊  ＊   2   

反射   ＊   

識別   ＊   

応用   ＊   

装置   ＊   

試作   ＊   

計   11 911 9 6 812 9 911 81416 91010 8 9  
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専門家の9人以上がキーワードとして選んでいる語句（上位10位まで）を見ると、見出しや写  

真下の説明に入っている9語のうちの8語までが含まれている。その中で固有名詞である「リ  

コー」と一般名詞の「学習」「連想」を除く全ては非専門家群によってもかなり多く選ばれている。  

く表5〉専門家群の選んだキーワード、ベスト10  

キーワード   専門家群／19  非専門家群／18   

舛㊦   19   16   

廓痺   17   18   

猿轟再摺才   15   17  

13   2 ＊   

パソコン他   12   8  

10   6 ＊   

軸＃ 10   15   

極限ロボット   9   

頚務   9   5 ＊   

適材壌き 9   12  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 
 

専門家群の多くがキーワードとして選んでいながら、非専門家群があまり選んでいないものを  

〈表6〉にまとめた。専門家にとっては、「だれが」開発したか、という固有名詞も重要な情報と  

見なされるのに対して、非専門家はそうではないということだろうか。また、「学習」「連想」は  

写真下の小さな文字による説明に出てくる語句である。専門家はそのような語句にも注目して、  

キーワードとして採っているが、非専門家はそこまで見ていないのかもしれない。  

〈表6〉専門家群のほうが多く選んだキーワード  

キーワード  専門家群  非専門家群   

薄暑葵   13   2   

ミ 6   

旨、…襲翠   9   5   

神経回路網   8   4   
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次の〈表7〉の語句は、専門家はあまり重要だと考えていないが、逆に非専門家群のほうが多  

くキーワードして選んでいるものである。「複眼」は一番大きい見出しに含まれているために選ば  

れたものと考えられる。  

〈表7〉非専門家群のほうが多く選んだキーワード  

キーワード  専門家群  非専門家群   

4   7   

再生（像）   3   9   

実用化   0   7  

最後にく表8〉 は、専門家詳は少し選んでいるが、非専門家群は全く選んでいないという語句  

である。「98％」「約3分」のように、数字が含まれているのが特徴的である。  

〈表8〉非専門家群に全く選ばれなかった語  

キーワード  専門家群  非専門家群   

98％   4   0   

約3分   4   0  

総じていえることは、やはり専門家が選出するキーワードのほうがバラつきが少なく、非専門  

家が選出するキーワードのほうが個人差が目立つということである。また、実際の新聞記事に被  

験者が印をつけているところを見ると、非専門家群は18名中14名（約78％）が見出しあるいは小  

見出しのところに印（○で囲む、マーカーで色をつけるなど）を付けているのに対して、専門家  

群のほうは、19名中7名（37％）だけであったのも興味深い。もちろん専門家も見出し等を見て  

いるはずであるが、記事本文の内容のほうからも必然的に重要と思われる語句が選べるのであろ  

う。非専門家のほうが、むしろ見出しや写真などから重要語句を類推するというストラテジーを  

使っているのかもしれない。しかしそのようなストラテジーによって選ばれたキーワードと、専  

門家が内容を読んで抽出したキーワードとが一致する確率が高いとすれば、このようなストラテ  

ジーを読解指導に使う意味があるのではないだろうか。   

もちろんまだデータが不十分でもあり、実際に専門家群がどのようにしてキーワードを選んで  
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いるのか、特に見出し等以外の語をキーワードとして選ぶ際に何か選出のためのストラテジーの  

ようなものがあるのか、もう少し調査してみないと不明の点も多い。科学技術日本語の読解指導  

の目的が、外国人の読み手に日本人の科学技術専門家が読むのに近い程度の理解を得させること  

であるとするならば、日本人の専門家がどのような手続きでキーワードを選んでいるかをさらに  

調査し、それを読解ストラテジーとして提供することができるかどうか検討する必要があると思  

われる。今回は、時間の関係でそこまで調査できなかったが、今後の課題としたい。   

では、キーワードの選出を読解支援教材で理解の確認に使う方法について考えてみたい。設問  

形式としては、次のようなものが考えられる。  

問題：次の記事を読んで、キーワードを5個（適当数）選び、そこをクリックしなさい。  

KR：マウスで本文中の該当語句をクリックすると、画面の下に学習者が選んだ語句が5個  

（適当数）並び、その結果と専門家によって選ばれた語句とが合致しているかどうか  

を自動的に比べる。  

→あなたが選んだキーワード：   

ニューラルネット 超音波 ロボットアイ 立体像 学習  

（⊃  0  0  ×  △  

○＝専門家で選んでいる人が多いもの  

△＝専門家の何人かは選んでいるもの  

×＝専門家は選んでいないもの  

専門家の選んだキーワード：  

ニューラルネット 超音波 ロボットアイ リコー パソコン  
1  2  3  4  5   

ここで選ばせるキーワードの数は、その分野の専門家何人かに依頼して選んでもらい、共通し  

て多く選ばれたもの上位から決める。そして、このような設問では、答えが正しいか、正しくな  

いかを判定するのではなく、あくまでも読み手がその結果を参考にしながら、読みの技能を身に  

つけられるようにKRを考えるべきであると思われる。   

また、要約とキーワードとを組み合わせて使う方法もある。読み手に自力で内容を日本語で要  

約する力がまだない場合には、キーワードを含む要約文の選択（適切なキーワードが含まれてい  

るものを選べば正解になるように選択肢を作る必要がある）問題や、要約文のキーワードによる  

穴埋め問題（［資料2］にあるような確認問題）などが考えられよう。  
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5．まとめと今後の課題   

以上、新聞の経済面にある新製品の開発紹介などの記事を題材に、科学技術日本語の文献を読  

むための読解について考察してきた。言語形式に関する知識を積み上げていくようなボトムアッ  

プ型の読解指導のほかに、文章レベルでの内容理解を助けるようなトップダウン型の読解技能を  

養成することも重要であるという観点に立ち、その具体的な指導の方法として、①題名や見出し、  

写真などから内容を予測させる練習、②テキスト構造のモデルを表示することにより内容を把握  

させる練習、③キーワードの選出による理解確認練習、の3つについて検討した。   

従来の辞書検索機能を持つコンピュータによる読解支援システムに、ここに紹介したような練  

習を加えることによって、トップダウン型の読解ストラテジーの訓練をも射程にいれた読解支援  

教材を実現することができるのではないだろうか。そして、そのような読解支援教材が実現でき  

れば、読解支援教材を使う学習者が使用中どのような学習行動をとるか、どのようなKR情報の出  

し方が効果的か、訓練によってどの程度予測・推測力がつくか、どの程度キーワードが適切に選  

べるようになるか、などを学習履歴の分析やアンケート調査などによって実証的に研究すること  

が可能になろう。また、そのような読解支援教材を使用した学習者と、使用しない学習者とで、  

読解力の伸びがどの程度違ってくるかという実験を行うことも考えられよう。読解支援教材の効  

果を客観的に測る手だてについても研究する必要がある。   

そして、そのような教育実践的な研究と同時に、科学技術の専門家が実際にどのようなストラ  

テジーを使って日本語の文献を読んでいるか、という日本人の科学技術者の読解プロセスに関す  

る調査・研究も今後の課題として続けていかなければならないと考えている。  

注  

1）参考文献の6．に最近の読解研究の主なものが集められている。  

2）参考文献の1．に、読みの基本3技能としてあげられており、参考文献3．のp．40に詳しい引用が  

ある。  

3）参考文献4．のp．24を参照。  

4）平成4年度科学研究費補助金による試験研究B（1）「外国人向け科学技術日本語教育用支援  

システムに関する研究」（課題番号：03559001、研究代表者：藤本京平）。松下電器のバナス  

テーション上で動く科学技術日本語読解力の効率的養成支援システムの開発を目指すもので  

ある。CAIソフトの開発は松下電器産業㈱AV＆CCシステム研究開発センター東京情報シ  

ステム研究所が担当している。  

5）参考文献の7．のp．100を参照。  

6）科学技術論文などを読む場合に、テキストの意味内容の理解を助けたり、文章構造を把握し   

たりするために、Signalingを用いることが有効であるという山元の指摘（参考文献9．）があ  

る。これもテキスト構造を把握するための手だてとして有効な情報となろう。  
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7）このような接続タイプによるテキストの構造化は、参考文献4．にある接続詞を利用した予   

測・推測の指導例と相補的関係にあると思われる。  
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［資料1］題名や見出し、写真などから内容を予測させる練習例  

［］酵一肌・of血亡l∬1t・ぬt・  
［コ肌d血相乃  

複眼［FUEUG川】  

口碑・∝ト1・of血u町t・quぢtl伽・  □KR  

そうでしょうか。見出しと写真をもう  

一度よく読んでください。超音波を使  
った何について書いてあるのでしょう  

この記事は何について書いてあると思いますか。  

材超音波について書いてある。  
ロニューロ技術について書いてある。  
口A社中央研究所について書いてある。  

日新しいロボットアイについて書いてある。  

（垂）  

か。写真の下に説明かありま  

J∫、止j  

＜説明＞  

① －Tex t一のドキュメントを開いて、新聞記事全体を見せます。   

② ①のウインドウの「辞書」ボタンをクリックすると、このウィンドウが閃きます。   

①のウインドウの見出しの文字列をポインタのドラッグにより選択すると、単語や句の意味が表示さ   

れます。   

ボックス内に文字が表示しきれない場合は、スライダによりスクロールさせることができます。   

◎ 設問を表示します。   

回答は、選択肢をクリックし、「回答」ボタンをクリックすることによって入力します。   

◎ ◎での回答に応じてこのウインドウが開き、KR情報を表示します。   

「確認」ボタンをクリックすると、このウインドウか閉じます。  

KRのウィンドウが閉じた後のシステムの振舞いは以下のとおりです。  
●正答の掛合：次の設問に以降します。  
●誤答の場合：誤答回数により、もう一度同じ問題をさせるか、次の間題に移行するかが決ま  

ります。次の設問に移行するまでの回答回数ほ、設問によって異なります。  
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［資料2］ 要約文のキーワードによる穴埋め問題例  

確認問題（穴埋め）  

［コ闊e「㌻1・膚血＝．覿t・匝tl伽・  

A社中央研究所は二十八日、人間の脳違モデルにしたコンピュータ技術と（1）の「目」を組み合わ  

せて（2）を正確に見分ける新しい（3）を試作したと発表した。  
今後、海底とか火災時に活用する極限作業ロボットの目などに応用できそうだ。  
起音波ロボットアイと名付けられた同装置の目は、二十－センチ四方に並べた六十四例の小型（4）  

群。ここから四○キロヘルツの超音波を出し、目標の物体に当たって反射してきた並の時間的な遅れを  
（4）でとらえて物体の表面の形状をキャッチ、物体の（5）を再生する。  

（）にあてはまる語句を選択して、「設定」スイッチをクリックしてください。  

1  2  

ぱニューラルネヲト ぱ一次元物体  
口超音波  ロニ次元物体  
ロコンピューター  ロ三次元物体  
□複眼  口超音波  

3  4  5  

dこユ∵一ラルネット dニューラルネット 〆再生像  

ロコンピューター  ロコンピューター  ロ立体像  
ロロボット  ロマイタ  ロ解像度  
ロロボットアイ  ロロボット  D超音波   

厘）  

＜説明＞  

① テキスト中の各（）に該当する選択肢をクリックしてから、「回答」スイッチをクリックします。   

回答か正しかったく）には、正解が青で表示されます。回答が間違っていた（）には、正解が赤で表示されま   

す。  
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